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第
四
百
八
十
二
回 

青
葉
会
句
会
報 

 

句
会
：
令
和
八
年
六
月
二
十
五
日(

木)  
 

於
：
東
京
三
軒
茶
屋 

世
田
谷
区
施
設 

し
ゃ
れ
な
あ
ど 

 

選 
 

者 

川
口
孤
舟 

句
会
参
加 
柿
崎
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

後
藤
と
み
子 

在
間
千
恵 

佐
藤
た
だ
し
げ 

 
豊
田
穣 

古
田
昇 

星
田
啓
子 

 

投
句
・
選
句 

熊
谷
く
に
お 

小
早
健
介 

田
島
正
己 

土
谷
堂
哉 

福
島
正
明 

古
川
百
合
子 

 

山
崎
亜
也 

山
田
け
い
子 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

選
句
の
み 

梅
崎
く
す
を 
重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

山
本
三
恵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❖
❖
❖ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
互 

選 

句
】 

◎
が
付
さ
れ
て
い
る
句
は
孤
舟
選
者
の
選 

 

〇
は
選
句
し
た
会
員
に
よ
る
天
（
特
選
） 

十
一
点 

引
き
算
で
生
く
る
も
良
き
か
夏
の
雨 

 
 

五
郎
太 

 
 

（
く
す
・
〇
健
・
と
・
千
・
〇
孝
・
清
・
己
・ 

允
・
〇
正
・
百
・
三
） 

 

九
点 

◎
夏
蝶
の
枯
山
水
に
影
こ
ぼ
し 

 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 

（
孤
・
五
・
健
・
己
・
清
・
ゆ
・
百
・ 

啓
・
け
） 

 

七
点 封

を
し
て
こ
こ
ろ
定
ま
る
夏
の
雨 

 
 
 

と
み
子 

 
 

（
〇
く
す
・
五
・
孝
・
千
・
清
・
百
・
啓
） 

◎
乗
り
継
ぎ
て
見
舞
ひ
し
帰
路
の
夕
焼
雲 

 
 

健
介 

 
 

（
く
す
・
孤
・
千
・
た
・
堂
・
〇
昇
・
盛
） 

帯
留
め
の
切
子
硝
子
や
夏
光
る 

 
 
 
   

啓
子  

 

（
く
す
・
た
・
清
・
己
・
昇
・
天
・
盛
） 

 

六
点 築

百
年
に
風
通
り
抜
け
大
昼
寝 

  
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
隆
・
堂
・
百
・
昇
・
啓
・
亜
） 

 

五
点 水

海
月
叙
事
詩
の
ご
と
く
漂
へ
り 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

（
健
・
た
・
百
・
け
・
三
） 

明
易
し
夢
の
続
き
は
明
日
の
夜
に 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

（
く
す
・
堂
・
ゆ
・
〇
盛
） 

◎
船
で
行
く
花
嫁
送
る
花
菖
蒲 

 
 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

（
孤
・
く
・
健
・
ゆ
・
堂
） 

◎
緑
蔭
に
母
と
子
つ
な
ぐ
糸
電
話 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

（
孤
・
と
・
た
・
堂
・
允
） 

 

四
点 プ

ー
ル
開
き
み
ん
な
河
童
に
な
り
き
つ
て 

 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

（
く
・
と
・
正
・
昇
） 

恋
蛍
台
本
の
無
き
夜
と
な
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
五
・
健
・
と
・
允
） 

呂
の
音
の
多
き
謡
や
梅
雨
の
空 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

（
と
・
啓
・
亜
・
三
） 

サ
ッ
カ
ー
と
イ
ラ
ン
と
株
価
梅
雨
晴
れ
間 

 
 
 
 

健
介 

 
 
 

（
忠
・
龍
・
隆
・
啓
） 

夏
草
や
栄
枯
過
ぎ
行
く
シ
ャ
ッ
タ
ー
街 

 
 
 
 
 

正
己 

 
 
 

（
く
す
・
健
・
〇
龍
） 

行
く
春
や
故
郷
で
酌
む
酒
の
味 

 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

（
く
・
と
・
清
・
正
） 

整
然
と
田
植
ゑ
の
苗
の
瑞
々
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

（
忠
・
孝
・
隆
・
天
） 

唇
に
載
せ
た
し
紅(

あ
か)

き
立
ち
葵 

 
 
  

  
  

啓
子 

 
 
 

（
千
・
孝
・
〇
龍
・
亜
） 
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◎
葦
簀
（
よ
し
ず
）

張
り
時
空
纏
ひ
て
京
町
屋 

 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

（
孤
・
己
・
清
・
堂
） 

懸
崖
に
熊
野
水
木
の
な
だ
れ
咲
く 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

（
く
・
千
・
己
・
盛
） 

 

三
点 風

薫
る
運
転
免
許
返
す
日
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

（
亜
・
け
・
天
） 

鷺
草
の
風
に
戦
ぎ
て
飛
ぶ
構
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

（
五
・
孝
・
百
） 

花
柄
に
白
靴
合
わ
す
ク
ラ
ス
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

（
く
・
龍
・
亜
） 

浮
御
堂
湖
渡
り
ゆ
く
川
鵜
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

（
た
・
昇
・
け
） 

姿
良
き
鮎
の
塩
焼
き
侘
び
住
ま
い 

 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 
 

（
ゆ
・
允
・
啓
） 

◎
幸
せ
の
時
に
浸
り
て
新
茶
汲
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

（
孤
・
孝
・
正
） 

刈
り
込
ま
れ
庭
の
す
み
ず
み
風
通
る 

 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 

（
千
・
た
・
天
） 

◎
梅
雨
寒
や
噂
話
を
病
棟
で 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

天
牛 

 
 
 

（
孤
・
正
・
盛
） 

 

二
点 

◎
神
杉
の
走
り
根
に
苔
青
々
と 

 
 
 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 
 

（
孤
・
け
） 

濃
紫
陽
花
港
に
白
き
水
脈
残
し 

 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

（
五
・
ゆ
） 

◎
蛍
狩
真
つ
暗
闇
に
手
を
ひ
か
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
孤
・
隆
） 

草
笛
の｢

初
恋｣

奏
づ
小
諸
城 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

（
く
・
允 

◎
守
り
た
き
瑞
穂
の
国
の
蛍
の
夜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

（
孤
・
天
） 

句
に
迷
ひ
石
橋
に
立
ち
蜻
蛉
来
る 

 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 

（
忠
・
三
） 

木
下
闇
肩
を
寄
せ
合
う
羅
漢
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
己
・
隆
） 

悠
久
の
飛
鳥
佳
人
に
緑
さ
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

（
〇
昇
・
三
） 

 

一
点 入

梅
や
傘
を
さ
し
て
医
者
通
い 

 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 
 
 
 

（
龍
） 

老
鶯
を
林
で
聴
く
や
井
の
頭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
ゆ
） 

海
紅
豆
揺
る
る
空
港
海
碧
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

（
三
） 

わ
が
家
も
網
に
覆
れ
釣
鐘
草 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

（
け
） 

小
国
の
引
き
分
け
試
合
夏
旺
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
龍
） 

祇
園
精
舎
丸
暗
記
す
る
夏
休
み 

 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

（
亜
） 

蚕
豆
や
人
そ
れ
ぞ
れ
の
切
れ
目
入
れ 

 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

（
五
） 

◎
眠
り
か
ら
覚
め
て
花
咲
く
大
賀
蓮 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

（
孤
） 

父
の
日
や
思
わ
ぬ
祝
セ
ン
ス
有
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
隆
） 

夕
闇
に
咽
ぶ
香
り
の
洗
い
髪 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 
 

（
己
） 

◎
花
水
木
幼
児
と
小
犬
の
散
歩
か
な 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

（
孤
） 

入
院
で
退
屈
し
の
ぎ
や
花
水
木 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
忠
） 

年
ご
と
に
進
む
難
聴
春
日
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
正
） 

晴
男
パ
ワ
ー
衰
へ
梅
雨
に
入
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

（
天
） 

梅
雨
晴
れ
や
駅
の
ホ
ー
ム
に
ひ
と
溢
れ 

 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 

（
忠
） 

追
憶
の
あ
ぢ
さ
ゐ
の
青
い
よ
深
く 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

（
盛
） 

皺
の
な
い
白
い
シ
ー
ツ
や
梅
雨
の
闇 

 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 

（
啓
） 
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【
句 

評
・
短 

評
】 

十
一
点 

引
き
算
で
生
く
る
も
良
き
か
夏
の
雨 

 
 

五
郎
太 

 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
そ
う
で
す
ね
、
も
う
足
し
算
は
無
理
、
引
き
算
で
穏
や
か
に
生
き
ま
し
ょ
う
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
実
感
で
す
。
シ
ン
プ
ル
な
生
活
に
な
る
よ
う
に
と
考
え
ま
す
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
残
さ
れ
た
限
ら
れ
た
時
間
を
悔
い
の
な
い
よ
う
に
使
い
た
い
と
心
に
強
く
思
い
ま
し
た
。 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
人
生
後
半
に
な
っ
て
、
い
ら
な
い
も
の
を
意
図
的
に
手
放
し
て
い
く
、
物
も
人
間
関
係
に
お
い
て
も
。 

素
晴
ら
し
い
決
断
で
す
。 

 

允
章
さ
ん
・
・
・
欲
張
ら
ず
爽
や
か
に
生
き
て
行
こ
う
。
夏
の
雨
の
よ
う
に
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
同
感
！ 

80

歳
を
迎
え
て
残
り
の
人
生
、
引
き
算
で
行
こ
う
と
思
っ
た
ば
か
り
。
清
々
し
い
心
境 

で
す
。 

三
恵
さ
ん
・
・
・
人
生
は
、
足
し
て
い
く
ほ
ど
豊
か
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
は
同
時
に
何
か
を
失
っ
て
い
る 

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
意
味
深
な
句
で
す
。「
夏
の
雨
」
は
、
暑
さ
を
一
瞬
で
冷
ま
す
雨
な
の
か
、 

し
と
し
と
と
降
る
鬱
陶
し
い
雨
な
の
か
想
像
し
て
ま
す
。 

 

九
点 夏

蝶
の
枯
山
水
に
影
こ
ぼ
し 

 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
大
型
で
色
鮮
や
か
な
蝶
が
池
に
影
を
落
と
し
て
飛
ん
で
い
る
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
巧
み
な
下
五
の
表
現
で
動
き
も
加
わ
り
ま
し
た
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
光
景
が
あ
り
あ
り
と
目
の
前
に
現
れ
ま
し
た
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
下
五
の
措
辞
が
思
い
掛
け
な
く
、
一
気
に
句
が
し
っ
と
り
と
し
た
風
情
を
纏
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

七
点 封

を
し
て
こ
こ
ろ
定
ま
る
夏
の
雨 

 
 
 

と
み
子 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
迷
っ
て
い
ま
し
た
が
、
覚
悟
が
固
ま
つ
た
よ
う
で
す
。
季
語
が
効
い
て
い
ま
す
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
も
や
も
や
し
て
い
た
気
持
ち
を
文
字
に
し
た
ら
少
し
落
ち
着
き
そ
し
て
封
を
し
た
時
に
こ
れ
で
気
持 

ち
の
整
理
が
出
来
た
！
と
安
堵
し
た
気
持
ち
で
し
ょ
う
か
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
封
を
す
る
、
き
っ
ぱ
り
と
こ
こ
ろ
が
定
ま
る
、
味
わ
い
深
い
句
で
す
ね
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
心
に
屈
託
を
持
ち
な
が
ら
の
文
。
封
を
す
る
こ
と
で
そ
れ
に
も
切
り
が
つ
い
て
。
季
語
の
斡
旋
が 

 
 
 
 
 
 
 

嵌
っ
て
い
ま
す
。 

乗
り
継
ぎ
て
見
舞
ひ
し
帰
路
の
夕
焼
雲 

 
 

健
介 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
恢
復
途
上
に
あ
る
患
者
を
見
舞
い
、
帰
途
、
明
日
は
晴
れ
の
象
徴
た
る
夕
焼
け
に
出
逢
え
て
嬉
し
い
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
遠
く
に
い
る
大
切
な
人
を
見
舞
っ
て
帰
り
際
に
空
に
は
茜
色
の
夕
焼
け
の
景
色
！
き
っ
と
そ
の
人
も

元
気
に
な
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
少
し
安
堵
し
た
気
持
ち
に
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
時
間
を
か
け
て
見
舞
い
に
来
た
が
、
帰
路
の
夕
焼
を
見
る
と
な
ん
と
な
く
も
の
寂
し
さ
を
感
じ 

た
様
に
思
わ
れ
る
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
き
っ
と
、
回
復
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う 

昇
さ
ん
・
・
・
・
乗
り
継
い
で
ま
で
遠
路
見
舞
い
に
行
く
程
に
大
事
な
知
人
。
病
状
回
復
が
順
調
な
の
で
一
安
心
。 

夕
焼
雲
が
希
望
を
暗
示
し
て
効
果
的
。 
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帯
留
め
の
切
子
硝
子
や
夏
光
る 

 
 
 
 
 

啓
子  

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
夏
の
着
物
姿
の
涼
し
そ
う
な
感
じ
が
読
み
取
れ
る 

昇
さ
ん
・
・
・
・
切
子
硝
子
が
夏
の
陽
光
に
輝
き
帯
が
引
き
立
つ
。
夏
光
る
が
良
い
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
切
子
硝
子
が
輝
か
で
す
ね
ぇ
！ 

 
 

 
※
句
会
に
て
・
・
・
季
重
な
り
で
す
。
硝
子
（
夏
） 

夏
光
る
（
夏
） 

切
子
細
工
と
し
た
ら
良
か
っ
た
の 

で
は
と
、
案
が
出
ま
し
た
。 

 

六
点 築

百
年
に
風
通
り
抜
け
大
昼
寝 

 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 
 

昇
さ
ん
・
・
・
・
築
百
年
の
旧
家
の
大
き
な
広
間
で
昼
寝
。
風
が
心
地
良
く
爆
睡
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
日
本
の
家
の
造
り
は
風
通
し
を
旨
と
し
て
い
る
。
西
洋
化
と
と
も
に
風
通
し
も
悪
く
な
っ
た
。
安
心

で
き
る
昼
寝
。 

「
築
百
年
風
の
通
り
の
昼
寝
か
な
」
で
も
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
堂
々
と
し
た
骨
組
み
の
日
本
家
屋
を
開
け
放
っ
て
の
昼
寝
、
現
在
で
は
稀
有
な
幸
せ
で
す
ね
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
な
ん
と
お
お
ら
か
な
景
で
し
ょ
う
！ 

亜
也
さ
ん
・
・
・
和
風
建
築
の
良
さ
を
豪
快
に
詠
ん
だ
。
大
昼
寝
の
「
大
」
が
よ
く
効
い
て
い
る
。 

 

五
点 水

海
月
叙
事
詩
の
ご
と
く
漂
へ
り 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
海
月
の
泳
い
で
る
様
子
を
面
白
く
表
現
し
て
い
る
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
・
水
海
月
の
あ
の
得
も
言
わ
れ
ぬ
姿
を
叙
事
詩
に
例
え
る
な
ん
て
す
ば
ら
し
い
！ 

明
易
し
夢
の
続
き
は
明
日
の
夜
に 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
楽
し
い
夢
だ
っ
た
の
で
す
ね
！
ど
ん
な
続
き
に
な
り
ま
し
た
？ 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
良
い
夢
な
ら
続
き
を
見
た
い
も
の
で
す
。 

船
で
行
く
花
嫁
送
る
花
菖
蒲 

 
 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
♪
潮
来
花
嫁
さ
ん
は
舟
で
行
く
♪ 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
一
昔
前
の
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
。 

緑
蔭
に
母
と
子
つ
な
ぐ
糸
電
話 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
母
親
と
子
の
絆
の
強
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
こ
ん
な
ふ
う
に
育
っ
た
子
は
、
良
い
子
に
育
つ
で
し
ょ
う
ね
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・ 

親
子
の
ほ
ほ
え
ま
し
い
情
景
が
感
じ
ら
れ
る
。
下
五
「
糸
電
話
」
が
郷
愁
を
そ
そ
る
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
糸
電
話
が
懐
か
し
い
で
す
。
心
和
む
ワ
ン
シ
ー
ン
で
す
ね
！ 

允
章
さ
ん
・
・
・
仲
の
良
い
母
と
子
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
。 

 

四
点 プ

ー
ル
開
き
み
ん
な
河
童
に
な
り
き
つ
て 

 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

（
く
・
と
・
正
・
昇
） 

と
み
子
さ
ん
・
・
プ
ー
ル
開
き
を 

楽
し
み
に
し
て
い
た
子
供
達
の
歓
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
待
ち
に
待
っ
た
子
供
の
は
し
ゃ
ぎ
振
り
が
目
に
浮
か
ぶ
。
明
快
な
一
句
。 

恋
蛍
台
本
の
無
き
夜
と
な
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

（
五
・
健
・
と
・
允
） 

五
郎
太
さ
ん
・
・
こ
の
種
の
句
に
は
弱
い
の
で
す
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
余
計
な
こ
と
を
言
わ
な
く
て
も 

恋
蛍
が
全
て
を
語
っ
て
い
ま
す
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
恋
人
と
の
蛍
狩
り
。
楽
し
い
夜
と
な
り
そ
う
。 
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呂
の
音
の
多
き
謡
や
梅
雨
の
空 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
呂
の
音
の
こ
と
な
ど
、
作
者
さ
ん
に
教
え
て
頂
き
た
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
呂
の
音
。
謡
曲
で
の
極
低
い
声
を
出
す
の
は
難
し
い
と
練
習
を
重
ね
て
い
た
父
を
想
い
出
し
ま
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
呂
（
り
ょ
）
と
い
う
の
は
低
音
域
の
こ
と
の
よ
う
で
、
そ
う
思
う
と
、
梅
雨
の
薄
暗
い
空
が
馴
染
み 

ま
す
。 

サ
ッ
カ
ー
と
イ
ラ
ン
と
株
価
梅
雨
晴
れ
間 

 
 
 
 

健
介 

 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
何
せ
熱
し
易
く
覚
め
や
す
し
と
言
わ
れ
勝
ち
で
す
が 

隆
さ
ん
・
・
・
・
ホ
ン
マ
。
梅
雨
の
晴
れ
間
で
す
ね
。
元
上
司
、
岡
田
吉
夫
さ
ん
（
鉄
鋼
原
料
）
は
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン 

の
選
手
だ
っ
た
。
俺
が
責
任
を
持
つ
と
い
う
男
前
の
上
官
だ
っ
た
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
今
、
新
聞
を
開
け
ば
こ
の
３
つ
の
語
彙
が
飛
び
交
う
。
こ
う
し
た
時
事
表
現
も
あ
る
の
だ
な
あ
、
と

納
得
し
ま
し
た
。 

夏
草
や
栄
枯
過
ぎ
行
く
シ
ャ
ッ
タ
ー
街 

 
 
 
 
 

正
己 

 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
強
者
は
何
時
の
世
に
も
衰
退
期
を
迎
え
る
理 

行
く
春
や
故
郷
で
酌
む
酒
の
味 

 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
季
節
は
戻
り
ま
し
た
が 

情
感
の
あ
る
お
句
と
思
い
ま
し
た
。 

整
然
と
田
植
ゑ
の
苗
の
瑞
々
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
高
校
ま
で
鹿
児
島
で
実
家
の
田
植
ゑ
を
手
伝
っ
た
。
脚
に
蛭
だ
け
で
な
く
、
早
苗
の
風
に
揺
れ
る
田

園
風
景
も
脳
裏
に
あ
る
。
「
苗
代
の
早
苗
は
青
し
整
然
と
」
で
も
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
本
当
に
苗
は
瑞
々
し
い
で
す
ね
。 

唇
に
載
せ
た
し
紅(

あ
か)

き
立
ち
葵 

 
 
  

  
  

啓
子 

 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
分
か
り
ま
す
、
そ
の
気
持
ち
。
花
の
色
や
他
人
の
口
紅
の
色
っ
て
気
に
な
り
ま
す
。
こ
の
色
つ
け
て

み
た
い
と
！ 

龍
平
さ
ん
・
・
・
発
想
と
言
う
か
気
分
の
若
さ
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
こ
う
い
う
ち
ょ
っ
と
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
の
好
き
で
す
。 

葦
簀
（
よ
し
ず
）

張
り
時
空
纏
ひ
て
京
町
屋 

 
 
 
 

啓
子 
 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
葭
簀
張
り
の
町
屋
に
歴
史
の
重
さ
を
感
じ
る
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
中
七
で
頂
き
ま
し
た
。 

懸
崖
に
熊
野
水
木
の
な
だ
れ
咲
く 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
熊
野
水
木
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
直
径
１
㎝
程
の
花
で
そ
の
蜜
は
貴
重
だ
と
か
。
切
り
立
っ
た
崖

に
「
な
だ
れ
咲
く
」
様
子
は
き
っ
と
美
し
い
！ 

 

三
点 風

薫
る
運
転
免
許
返
す
日
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
ド
ラ
イ
ブ
日
和
と
思
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
散
歩
日
和
？ 

天
牛
さ
ん
・
・
・
爽
や
か
で
す
ね
え
！ 

鷺
草
の
風
に
戦
ぎ
て
飛
ぶ
構
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
な
ん
と
も
不
思
議
な
姿
の
花
で
す
。
戦
場
で
姫
の
助
け
を
求
め
る
文
を
運
ぶ
鷺
が
途
中
で
討
た
れ
、
そ
の 

地
に
咲
い
た
花
と
か
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
鷺
草
を
見
る
た
び
に
何
て
ぴ
っ
た
り
な
名
前
と
。
ま
さ
に
こ
の
句
の
通
り
で
す
。 

花
柄
に
白
靴
合
わ
す
ク
ラ
ス
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
賑
や
か
な
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
情
景 

亜
也
さ
ん
・
・
・
自
分
で
気
分
を
引
き
立
て
る
の
が
ま
す
ま
す
大
事
。 
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浮
御
堂
湖
渡
り
ゆ
く
川
鵜
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 
 

昇
さ
ん
・
・
・
・
浮
御
堂
、
湖
、
川
鵜
の
組
合
せ
が
日
本
画
の
よ
う
で
絶
妙
。
琵
琶
湖
か
？ 

姿
良
き
鮎
の
塩
焼
き
侘
び
住
ま
い 

 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 
 
 

允
章
さ
ん
・
・
・
子
供
の
頃
、
釣
り
の
好
き
な
父
が
早
川
や
酒
白
川
で
鮎
を
釣
っ
て
来
て
塩
焼
き
で
食
べ
た
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
解
禁
直
後
の
鮎
。
ご
夫
妻
の
と
こ
ろ
へ
、
大
切
な
方
へ
と
お
届
け
い
た
だ
い
た
の
で
し
ょ
う
、 

そ
の
お
心
も
併
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

幸
せ
の
時
に
浸
り
て
新
茶
汲
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
新
茶
を
汲
む
に
つ
け
、
昔
日
の
幸
せ
な
日
々
が
思
い
出
さ
れ
る
。 

刈
り
込
ま
れ
庭
の
す
み
ず
み
風
通
る 

 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
す
っ
き
り
さ
っ
ぱ
り
し
た
様
子
が
感
じ
ら
れ
る 

天
牛
さ
ん
・
・
・
き
っ
と
大
き
な
お
庭
な
ん
で
し
ょ
う
ね
ぇ
！ 

梅
雨
寒
や
噂
話
を
病
棟
で 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

天
牛 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
患
者
に
と
っ
て
見
舞
客
か
ら
の
情
報
は
嬉
し
い
も
の
。 

 

二
点 神

杉
の
走
り
根
に
苔
青
々
と 

 
 
 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
苔
か
ら
生
命
力
を
貰
っ
て
い
る
の
か
、
樹
齢
千
年
を
超
え
る
古
木
（
か
む
す
ぎ
）
は
堂
々
と
し
た 

威
厳
が
あ
る
。 

濃
紫
陽
花
港
に
白
き
水
脈
残
し 

 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
色
の
組
合
せ
が
美
し
い
。
ア
ジ
サ
イ
が
上
手
く
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。 

蛍
狩
真
つ
暗
闇
に
手
を
ひ
か
れ 

 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
蛍
の
現
場
は
真
っ
暗
闇
の
中
、
辿
り
着
く
ま
で
道
中
が
危
な
い
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
手
を
引
か
れ
は
、
孫
に
、
あ
る
い
は
、
彼
氏
の
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
。
想
像
と
蛍
の
光
跡
の
マ
ッ
チ 

ン
グ
。 

草
笛
の｢

初
恋｣

奏
づ
小
諸
城 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 
 
 
 
 

允
章
さ
ん
・
・
・
藤
村
ゆ
か
り
の
小
諸
城
で
「
初
恋
」
を
草
笛
で
奏
で
る
。 

守
り
た
き
瑞
穂
の
国
の
蛍
の
夜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・「
朱
鷺
」
と
同
じ
く
日
本
を
象
徴
す
る
「
蛍
」
の
保
存
に
努
め
て
ゆ
き
た
い
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
ほ
ん
と
う
に
そ
う
で
す
。 

木
下
闇
肩
を
寄
せ
合
う
羅
漢
様 

 
 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
羅
漢
像
で
な
く
羅
漢
様
。
い
い
で
す
ね
え
。
ぐ
ー
ん
と
愛
情
が
高
ま
る
。 

悠
久
の
飛
鳥
佳
人
に
緑
さ
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 

昇
さ
ん
・
・
・
・
高
松
塚
古
墳
の
極
彩
色
の
壁
画
を
連
想
。
飛
鳥
フ
ァ
ン
に
は
世
界
遺
産
の
指
定
が
嬉
し
い
。 

 

一
点 入

梅
や
傘
を
さ
し
て
医
者
通
い 

 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
も
う 

❮

バ
ー
ハ
シ
ゴ❯

と
は
行
か
ぬ
か
？ 

祇
園
精
舎
丸
暗
記
す
る
夏
休
み 

 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
百
人
一
首
で
も
い
い
け
れ
ど
、
一
生
モ
ノ
に
な
っ
て
役
立
ち
ま
す
。 

蚕
豆
や
人
そ
れ
ぞ
れ
の
切
れ
目
入
れ 

 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
ね
。
料
理
番
組
を
見
て
つ
く
っ
た
と
か
、
面
白
い
句
で
す
。 
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眠
り
か
ら
覚
め
て
花
咲
く
大
賀
蓮 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
弥
生
時
代
か
ら
２
千
年
間
眠
っ
て
い
た
種
子
か
ら
開
花
し
た
。 

父
の
日
や
思
わ
ぬ
祝
セ
ン
ス
有
り 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
父
親
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
子
供
へ
の
思
い
や
り
。 

夕
闇
に
咽
ぶ
香
り
の
洗
い
髪 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 
 
 

允
章
さ
ん
・
・
・
湯
上
り
の
洗
い
髪
の
女
性
に
強
い
香
水
の
匂
い
。 

晴
男
パ
ワ
ー
衰
へ
梅
雨
に
入
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
齢
の
せ
い
で
す
か
ね
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖ 

【
今
後
の 

青
葉
会
予
定
】 

☆
☆
七
月 

お
よ
び 

八
月
青
葉
会 

 
（
誌
上
句
会
と
致
し
ま
す
） 

 

【
七
月
】 

〇
七
月
二
十
三
日(

木)  

に
選
句
表
を
Ｐ
Ｃ
或
い
は
郵
送
に
て
お
手
許
に
お
届
け
致
し
ま
す
。 

ご
出
句
締
切
：
七
月
十
八
日(

土)  
中 

 

皆
様
同
条
件
に
て 

当
季
雑
詠 
２
句
～
５
句
の
ご
出
句
を
承
り
ま
す
。 

※
ご
投
句
締
め
切
り
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。
郵
送
の
方
に
も
Ｐ
Ｃ
発
信
と
同
日 

に
は
お
手
許
に
選
句
表
を
お
届
け
し
た
く
存
じ
ま
す
。 

選
句
締
切
：
八
月 

三
日(

月)  

中
と
い
た
し
ま
す
。 

 

 

【
八
月
】
〇
八
月
二
十
七
日(

木)  

に
選
句
表
を
Ｐ
Ｃ
或
い
は
郵
送
に
て
お
手
許
に
お
届
け
致
し
ま
す
。 

ご
出
句
締
切
：
八
月
二
十
二
日(

土)  

中 
 

皆
様
同
条
件
に
て 

当
季
雑
詠 

２
句
～
５
句
の
ご
出
句
を
承
り
ま
す
。 

選
句
締
切
：
九
月 

五
日(

土)  

中
と
致
し
ま
す
。 

§
§
§
§
§
§
§
§ 

【
青 

葉 

会 

報
】 

一
、 

梅
雨
明
け
宣
言
を
聞
く
よ
り
先
に
、
猛
暑
到
来
で
す
。
す
で
に
熱
中
症
の
患
者
が
増
加
し
て
い
る
と
の
ニ
ュ

ー
ス
に
、
何
度
聞
い
て
も
戸
惑
う
思
い
が
致
し
ま
す
。
青
葉
会
の
み
な
さ
ま
に
は
こ
の
気
候
に
も
負
け
ず
に

ご
健
康
に
お
過
ご
し
い
た
だ
き
た
い
と
念
願
致
し
ま
す
。 

青
葉
会
と
し
て
は
、
こ
の
暑
さ
に
外
出
も
辛
く
な
る
季
節
到
来
を
考
え
、
七
月
、
八
月
は
誌
上
句
会
と
し

て
、
皆
さ
ま
同
じ
条
件
の
ご
投
句
二
～
五
句
を
承
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。
普
段
は
二
句
の
ご
投
句
の
か
た

も
、
ど
う
ぞ
是
非
五
句
を
お
出
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。
普
段
句
会
に
ご
出
席
に
な
る
皆
様
に
も
、
だ
か
ら
と
言

っ
て
二
句
と
は
言
わ
ず
に
い
つ
も
通
り
に
お
だ
し
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

二
、 

六
月
の
青
葉
会
の
句
は
、
ご
出
句20 

名
、 74 

句
で
し
た
。
選
句
状
況
は
、
四
点
、
三
点
、
二
点
、
一
点

と
偏
ら
ず
に
お
点
が
入
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
少
し
ず
つ
点
数
が
広
く
分
布
す
る
よ
う
に
な
り
、
句

評
、
短
評
な
ど
拝
見
す
る
と
、
句
友
の
み
な
さ
ま
の
そ
れ
ぞ
れ
の
句
へ
の
思
い
入
れ
や
興
味
、
想
い
出
と
の

呼
応
、
意
味
す
る
と
こ
ろ
、
な
ど
視
点
の
広
さ
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
な
気
も
致
し
ま
す
が
、

皆
様
に
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。 

 

今
月
は
、
ご
覧
の
よ
う
に 

五
郎
太
さ
ん
が
詠
ま
れ
た
句 

、
句
友
お
互
い
歳
を
重
ね
て
き
た
こ
と
を
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実
感
し
、
今
後
の
生
き
方
を
考
え
る
と
い
う
意
味
で
の
お
気
持
ち
ご
賛
同
や
、
自
分
の
思
い
を
詠
っ
て
く
れ

た
、
と
句
評
に
も
。
し
み
じ
み
思
う
こ
と
で
も
あ
り
十
一
点
で
最
高
点
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

次
点
に
は
九
点
の
新
潟
在
住
の
く
に
お
さ
ん
、
日
本
俳
人
協
会
の
新
潟
支
部
事
務
局
長
と
い
う
お
立
場
で
お

忙
し
い
な
が
ら
、
流
石
に
い
つ
も
土
地
の
歴
史
や
自
然
の
姿
な
ど
を
雰
囲
気
を
持
っ
た
句
に
詠
わ
れ
ま
す
。

そ
の
次
は
七
点
に
、
と
み
子
さ
ん
、
健
介
さ
ん
、
啓
子
さ
ん
が
並
び
ま
す
。
い
つ
も
生
活
の
中
か
ら
の
優
し

い
目
で
詠
わ
れ
る
と
み
子
さ
ん
、
健
介
さ
ん
は
、
関
西
の
地
で
、
知
人
の
お
祝
い
事
、
お
見
舞
な
ど
、
暖
か

い
目
を
向
け
て
お
ら
れ
る
句
を
良
く
拝
見
致
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
高
得
点
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 

 

【
関 

係 

者 

近 

詠
】 

 
 

 

孤
舟
選
者
の
近
詠
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 

か
は
せ
み
の
垂
直
降
下
シ
ャ
ッ
タ
ー
音 

 
 
 
 

触
れ
太
鼓
緑
の
風
を
揺
る
が
せ
て 

 
 
 
 

滝
行
者
最
後
に
外
す
ネ
ッ
ク
レ
ス 

 
 
 
 

と
う
す
み
に
風
の
細
波
あ
り
き
け
り 

 
 
 
 

さ
つ
と
炙
る
畳
鰯
や
冷
や
し
酒 

 

 
 
 
 

§
§
§
§
§ 

 

【
訃 

 

報
】 

 

大
変
残
念
な
お
知
ら
せ
で
す
。 

西
澤
國
護
様 

俳
号
「
國
護
」 

令
和
八
年
六
月
十
二
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た 

享
年
八
十
歳 

 
 

 
 

先
日
、
右
の
訃
報
が
、
残
さ
れ
た
奥
様
か
ら
届
き
ま
し
た
。2022

年
三
月
、
今
は
青
葉
会
を
お
休
み
さ
れ

て
い
る
今
井
紀
久
男
さ
ん
か
ら
の
お
誘
い
で
、
ご
本
人
は
「
柄
で
も
な
い
が
」
と
呟
き
な
が
ら
ご
入
会
さ
れ

た
と
伺
い
ま
し
た
。
以
来
ほ
ぼ
ご
欠
席
も
な
く
、
毎
月
一
度
の
句
会
の
、
先
ん
じ
て
の
投
句
、
選
句
も
期
日

を
違
え
る
こ
と
な
く
し
っ
か
り
ご
提
出
い
た
だ
き
、
当
日
は
お
洒
落
な
お
顔
を
出
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
季
語
の
こ
と
、
俳
句
の
作
法
、
文
法
な
ど
の
こ
と
も
学
習
し
た
い
と
さ
れ
て
い
る
う
ち
、

三
年
目
も
中
間
を
過
ぎ
る
こ
ろ
か
ら
、
長
足
の
進
歩
が
見
ら
れ
、
句
友
の
な
か
で
も
歓
声
が
聴
か
れ
た
ほ
ど

で
し
た
。 

 
 
 
 

四
月
の
句
会
に
ご
投
句
を
頂
戴
し
た
ま
ま
句
会
に
は
検
査
入
院
と
の
こ
と
で
ご
欠
席
さ
れ
ま
し
た
が
、
五

月
に
は
ご
投
句
も
選
句
も
参
加
し
ま
す
の
で
、
と
直
接
ご
連
絡
を
頂
戴
し
、
ご
自
宅
か
ら
ご
投
句
も
選
句
も

お
出
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

が
、
結
果
、
そ
の
選
句
を
頂
き
ま
し
た
時
の
交
信
が
最
後
と
な
り
、
こ
の
お
報
せ
を
頂
戴
し
た
時
に
は
、
文

字
通
り
我
が
目
を
疑
う
思
い
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も
急
な
こ
と
で
、
残
念
至
極
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

心
か
ら
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 
 
 

追
悼
句
を
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。
次
回
七
月
句
発
表
の
句
会
報
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

句
友
の
皆
様
に
は
、
國
護
さ
ん
の
ご
逝
去
の
報
に
接
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
が
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
。
是
非
、
そ
の 

お
気
持
ち
を
追
悼
句
と
し
て
頂
戴
し
た
く
存
じ
ま
す
。 

 
 
 
 

追
悼
句
締
切
日 

 
 

令
和
八
年
八
月
三
日(

月)

中 
 
 

※
丁
度
選
句
と
重
な
る
時
で
す
。
一
緒
で
も
、
別
途
、
先
に
頂
戴
し
て
も
承
り
ま
す
。 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 

 

令
和
八
年
七
月
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
了
） 


